様式：12-01　（1２．取組状況の確認並びに問題点の是正及び予防）

問題点是正／予防処置票 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[Ｎｏ．　　]
	①問題点の状況報告
	
	②原因調査・処置案
	
	③処置実施結果報告

	種　類
	システム　目標　法規制　その他
	
	原因（真の原因にたどり着くまで掘り下げる）：
・フォークリフトをバックで運転中、通路脇に置いてあった廃油缶に接触し、廃油缶が転倒した。

・廃油缶は本来危険物倉庫に保管することになっていたが、工事のため一時仮置きしていた。


	
	是正処置
	実施日：100
	手順書変更：有　無

	発生部門
	製造部
	
	
	
	・工事担当者に廃油の通路脇への仮置き禁止する指示を行い、廃油取扱手順書に廃油の通路脇への仮置き禁止を織り込んで、その手順書に基づき、工事担当者から関連工事業者に通路脇への仮置き禁止を徹底した。（10月10日）

・フォークリフト運転手順書にバック時の指差呼称による確認を義務付け、その手順書に基づき運転対象者全員（３名）に教育訓練を実施した。（10月14日完了）

	発見日
	2004年10月10日
	発見者
	○○○○
	
	
	
	

	問題点（不適合）の内容：

屋外に置いてあった廃油缶が転倒し、そのショックで蓋が開き、廃油が漏れて、側溝に一部流出した。

（廃油は空気圧縮機用潤滑油で、缶は１８Lの石油缶）
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	是正処置案（再発防止）　　　完成予定日

・廃油缶は都度危険物倉庫に運ぶようにし、通路脇への仮置きを禁止する。（即日）

・フォークリフトの運転手（３名）にバックで運転する際に指差呼称で障害物がないかどうか確認するように教育訓練を行う（10月15日まで）
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	応急処置：

①転倒した廃油缶を起こして漏洩を止め、

②側溝を土嚢で堰き止めて、廃油の流出を途中で止め、

③床（コンクリート製）にこぼれた廃油をウエスで拭き取った。
	
	
	
	

	
	
	
	
	有効性の評価（環境管理責任者）

工事業者及びフォークリフト作業者にヒアリングして周知を確認した。

	
	
	予防処置の必要性（いづれかに○）　　必要　／　不要
	
	予防処置
	実施日：11/16
	手順書変更：有　無

	
	
	予防処置案（潜在的な原因の除去）　完成予定日

・万一、側溝に流出しても敷地外への流出を防止するため、側溝の末端に油分離槽を設置する。（11月中旬）
	
	・サイト外に放流する直前の雨水溝に、市販の５０L容油分離槽を埋め込み、テストにより機能することを確認した。

	
	
	環境管理責任者の指示：

・油分離槽の容量については、５０Lの油まで堰き止められるようにすること。


	
	

	
	
	
	
	有効性の評価（環境管理責任者）

テスト記録で油分離槽の有効性を確認した。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	承認

(環境管理責任者)
	確認

(部門長)
	作成

(報告者)
	
	承認

(環境管理責任者)
	報告者

(部門長)
	作成者
	
	承認

(環境管理責任者)
	報告者

(部門長)
	作成者

	月　　日
	月　　日
	月　　日
	
	月　　日
	月　　日
	月　　日
	
	月　　日
	月　　日
	月　　日


不適合とは：環境関連法規制の逸脱、決められた事項が守られていない状況、代表者及び環境管理責任者が問題点として指摘した事項

但し、次の事項は所定の様式を用いてもよい　目標の未達成：環境活動計画書、緊急事態の発生：緊急事態記録、苦情：コミュニケーション記録

保管：環境事務局　
書類審査では、無しの場合は、


“この１年間この処置票で対応すべき問題はなし“と記入して送付する





自社に使いやすいように直してお使い下さい








